
▲高杉晋作についての
　説明資料もあります！

topics&report話題の広場

今
月
の

　
前
回
の
松
本
千
花
さ
ん
に
つ
づ
い

て
、今
回
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

一員
と
し
て
町
営
塾
「
じ
ゆ
う
く
。」

の
運
営
に
参
加
し
て
い
る
、
森
脇
瑞

穂
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
森
脇
さ
ん
は
、
島
根
県
松
江
市

（
旧
美
保
関
町
）
出
身
の
23
歳
。地

元
の
高
校
を
卒
業
後
、一年
の
浪
人

生
活
を
経
て
、
東
京
の
国
際
基
督

教
大
学
（
I
C
U
）
に
進
学
。ご
本

人
い
わ
く「
は
じ
め
は
、
お
金
を
稼

げ
る
人
に
な
る
た
め
の
自
分
流
の

進
路
選
択
で
し
た
。早
く
家
族
か

ら
独
り
立
ち
し
た
か
っ
た
と
い
う
の

が
そ
の
時
の
最
大
の
理
由
で
し
た
」

　
I
C
U
に
入
学
す
る
と
同
時
に
、

学
校
の
寮
に
入
り
ま
し
た
。寮
生
に

は
、
当
時
の
森
脇
さ
ん
か
ら
見
て

「
変
わ
っ
た
人
」
が
た
く
さ
ん
い
て
、

い
わ
ば
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョッ
ク
の
よ
う

な
も
の
を
感
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。「
今
思
え
ば
、
変
わ
って
い
る
の

で
は
な
く
て
、
そ
れ
ま
で
の
自
分
が

彼
ら
の
よ
う
で
は
な
か
っ
た
だ
け
な

の
で
す
が
、ひ
と
言
で
い
う
と
、こ
の

社
会
に
対
し
て
問
題
意
識
の
あ
る

人
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
つ
の
ま
に
か
自
分
も
、
お
金
を
稼

い
で
自
立
し
よ
う
と
す
る
だ
け
で

な
く
、
自
分
を
取
り
巻
く
社
会
に

目
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
」

　
と
こ
ろ
で
、I
C
U
と
い
う
大
学

は
、
学
生
の
８
割
が
、
い
わ
ゆ
る
帰

国
子
女
か
外
国
人
で
、
残
り
の
２

割
も
何
ら
か
の
留
学
経
験
が
あ
る

人
な
の
だ
そ
う
で
す
。ま
た
、
そ
う

いっ
た
環
境
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
、

授
業
の
半
分
以
上
は
英
語
で
行
わ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
ん
な
I
C
U
で
の
学
生
生
活

を
送
って
い
る
中
で
、
何
度
か
島
根

の
美
保
関
町
に
帰
省
を
く
り
か
え

し
て
い
る
う
ち
に
、
地
元
の
過
疎
化

に
と
も
な
う
衰
退
ぶ
り
に
つい
て
考

え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
は
や
が
て

「
何
と
か
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
使

命
感
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。そ
し

て
、地
方
の
活
性
化
に
た
ず
さ
わ
る

た
め
、
２
年
間
の
休
学
を
決
意
し
、

岡
山
県
和
気
町
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。そ
こ
で
も
、
教
育
関
係
の
プ

ロ
ジ
ェク
ト
に
関
わ
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。そ
し
て
今
年
２
月
、
四
万
十
町

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
な
り
、

町
営
塾「
じ
ゆ
う
く
。」に
加
わ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
お
母
さ
ん
や
、
そ
の
弟
で
あ
る
お

じ
さ
ん
も
26
〜
27
歳
で
亡
く
さ
れ

て
い
る
森
脇
さ
ん
は
、
27
歳
で
亡
く

な
っ
た
幕
末
の
志
士
・
高
杉
晋
作

の
生
き
方
に
共
感
す
る
の
だ
そ
う

で
す
。

  「
お
も
し
ろ
き
こ
と
も
な
き
世
を

お
も
し
ろ
く
」森
脇
さ
ん
の
生
き
方

に
ぴ
っ
た
り
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
も
し
ろ
き
こ
と
も
な
き
世
を

　お
も
し
ろ
く
！

森脇 瑞穂さん
（榊山町）

もりわき みず ほ

 

枯
れ
て
ひ
っ
そ
り
と
し
た
冬
の
山
に
も
、

や
が
て
春
は
訪
れ
ま
す
。
木
々
は
芽
吹
き
、

草
は
萌
え
出
し
、
山
々
は
瑞
々
し
い
命
で

満
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
冬
の
印
象
か
ら
は
一
変
し
ま
す
。

そ
ん
な
山
の
様
子
を
「
山
笑
ふ
」
と
表
現
し
ま
す
。

　
春
の
「
山
笑
ふ
」
の
他
に
、
夏
の
「
山
滴
る
」
、
秋
の
「
山

装
ふ
」
、
冬
の
「
山
眠
る
」
も
俳
句
の
季
語
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
中
国
の
山
水
画
家
の
郭
煕
の
言
葉
に
由
来
し
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
高
い
山
岳
だ
け
で
な
く
、
森
や
林
も
山

と
呼
び
ま
し
た
。
「
山
笑
ふ
」
は
、
暮
ら
し
の
近
く
に
あ
っ
た

小
山
や
林
な
ど
、
今
で
い
う
と
こ
ろ
の
里
山
に
あ
た
る
も
の
で

す
。
朝
晩
、
山
を
眺
め
な
が
ら
、
季
節
の
移
ろ
い
を
実
感
す
る

の
は
、
明
ら
か
に
落
葉
樹
の
山
で
す
。
芽
が
出
て
若
葉
・
青
葉

が
茂
り
、
紅
葉
し
落
葉
し
て
、
冬
眠
に
入
る
の
は
落
葉
樹
の
周

期
で
す
。
し
か
し
、
落
葉
樹
だ
け
で
な
く
、
シ
イ
や
ク
ス
な
ど

の
常
緑
樹
が
混
じ
っ
た
混
合
林
で
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

多
数
の
生
態
系
が
山
の
起
伏
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
笑
っ
た
り
、

眠
っ
た
り
の
複
雑
な
表
情
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ス

ギ
ば
か
り
の
山
は
春
に
な
っ
て
も
笑
わ
な
い
し
、
冬
で
も
眠
り

ま
せ
ん
。
人
間
と
共
生
す
る
森
に
は
常
緑
樹
と
落
葉
樹
が
必
要

不
可
欠
な
の
で
す
。

　
春
先
、
花
粉
ば
か
り
を
撒
き
散
ら
し
て
い
る
ス
ギ
林
に
、
落

葉
樹
を
植
え
て
反
自
然
林
に
し
よ
う
と
い
う
運
動
が
行
わ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
ス
ギ
林
が
早
く
「
笑
ふ
山
」
に
な
っ
て
く
れ

た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

し
た
た

よ
そ
お

か
く 

き

山
笑
ふ

季
節
の
風
景 

4
月

　３月11日、早春の四万十川を駆け抜ける自転車イベント「第 5回四万十・
足摺無限大チャレンジライド」が開催されました。
　当日は「ロングコース」「無限大コース」にエントリーした県内外からの
参加者約 180 人が、四万十町の景色を楽しみました。
　道の駅四万十大正に設置されたエイドステーションでは、であいの里ス
タッフが作るあたたかいうどんと生姜大福を楽しんでいました。

　３月４日、「志国高知　幕末維新博」のオープニングイベントが開
催されました。尾﨑県知事や俳優の高橋英樹さんらが出席し、豪華な
ステージイベントが催される中、四万十町の「谷干城ミュージカル」
が上演されました。
　住民らによる地元出身の偉人を称えるミュージカルは県内でも例が
なく、約500人の観客が見入っていました。現代の世相をユーモアたっ
ぷりに織り交ぜながら干城の人生を描くステージは時折会場から笑い
がおこり、「話がうまくつながっていておもしろかった」「歌がうまい」
と好評でした。
　また、高知を訪れていた神奈川県在住の干城の子孫・谷光弘さんも
初めて観劇し「町の皆さんが先祖を誇りにしてくれている」と感動し
ていました。

「志国高知　幕末維新博」開幕

高知城で谷干城ミュージカル上演

桜マラソン　　　　　　　　県内ではじめて実施「イベント民泊」　

チャレンジライド

▲最後は出演者全員と会場が一緒に盛りあがりました

▲メンバーと谷光弘さん（最後列右から３人目）

▲四万十川沿いを疾走するライダー

▲ランナーと受入家庭の交流

　今回の第９回桜マラソンで、県内でもはじめての「イベント民泊」を実施し、
マラソン前日に10 軒の受入家庭で県内外 25 人のランナーを受け入れました。
　受入家庭からは「他県の人たちと交流できて楽しかった」「また次回も受け入
れたい」、ランナーからは「気持ちよく過ごせた」「四万十町の日々 のことが知れ
てよかった」「また民泊を利用したい」と好意的な意見が多く寄せられました。観
光協会では今後もイベントでの民泊を企画します。その際には広報などでお知ら
せしますので、皆様のご協力をお願いします。
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１位 北ノ川スポーツ少年団男子 ５２分４７秒
順　位 チーム名 記　録

１位
2位
3位

キムザップ駅伝部
四万十高校ソフトボール部Ａ
北ノ川中学校

４７分５４秒
４８分１９秒
５２分１８秒

順　位 チーム名 記　録

１位 北ノ川スポーツ少年団女子 １時間２分５３秒
順　位 チーム名 記　録

■小学生男子の部

■中学・高校男子の部

１位
2位
3位

役場駅伝部
ちぃむまさお
昭和分団

４７分２１秒
４８分３０秒
５０分４７秒

順　位 チーム名 記　録

■一般男子の部

特A
　A
　A’
　B
　B’

特に良好なもの
良好なもの
おおむね同等なもの
やや劣るもの
劣るもの

ランク 基準米と比較して

■日本穀物検定協会　食味試験ランキング

■小学生女子の部
※基準米は複数産地のコシヒカリのブレンド米

※

JICA研修 in興津小

志和防災活動拠点施設新築落成式

「四万十川駅伝大会」

topics&report話題の広場
第34回

　２月６日、雨の中の開催となりましたが、小学生から一般まで合わせて
19チーム（約 120 名）が参加して、午前 10 時に大正北ノ川をスタートし、
６区間（12.5km）を力走しました。
　沿道からはランナーにたくさんの声援が送られていました。

　平成28年度多面的機能発揮促進事業の中山間地域等直接支払部門で、
土居・平野農地保全会が中国四国農政局長優秀賞を受賞しました。
　土居、平野両集落は、以前から中山間直接支払事業に取り組んでおり、集
落内の耕作放棄地の発生防止に努めてきました。また、平野集落では平成25
年に「農事組合法人ひらの」を設立し、集落内の担い手としての役割を担っ
てきました。平成27年度には両集落協定を統合し、土居・平野農地保全会と
して活動を開始しており、今後も両集落間での連携した活動に取り組むとともに、
お互いの集落営農活動のサポート体制の一層の充実が期待されています。

　２月22 日、志和地区にて防災活動拠点施設の落成記念式典が行わ
れ、地元消防団員や関係機関から約70 名が参加しました。
　志和分団の屯所は、老朽化が著しく、また南海トラフ地震時におい
て津波の想定浸水区域にあることから、地域住民の避難所も兼ねる防
災活動拠点施設として移転整備し、消防および防災機能の強化を図
ることとしました。
　今後は分団の消防活動を中心に、防災学習や訓練などの活用を含め
地域活動の場として、また災害時の防災拠点としての有効活用が期待
されています。

▲右：國枝政澄さん（平野）
　左：中嶋敏親さん（土居）

▲平成 28 年 12月8日
　子どもの接し方・ふれあい方
　（是永かなこ先生）

▲平成 28 年 12月17日
　大正・十和地域中高連携
　バレーボール教室
　（高知大バレー部）

「大正生涯学習大会」第31回

　３月５日、日頃の生涯学習活動の成果を披露する大会
がきらら大正で開催され、約 130 人の観客が訪れました。
発表の部では、幅広い出演者による和太鼓や詩吟・謡
曲、舞踊、歌謡曲等を披露し、会場からは大きな拍手
が送られていました。また、編みぐるみの展示も行い、
場内に彩を添えました。

高知大学出前公開講座
in四万十町を開催しました

　本町が連携協定を結んでいる高知大学の支援で、大学の先生等を
招き、幼児教育から可能性引き出す子どもの接し方など、教育分野を
中心に連続５回の出前公開講座を開催しました。

　３月７日、国際協力機構・JICAの四国支部が
海外 10か国の防災関係者を研修員として招き、
興津小学校の防災の取り組みを視察しました。
　研修員の方 と々興津小学校の児童が避難訓練に参加
し、向山避難広場まで一緒に避難しました。避難訓練後は、
５，６年生が夜間避難マップの作成や蓄光板についてなど日ごろの
取り組みについて発表した後、一緒に給食を食べながら交流を深めました。

　日本穀物検定協会が発表した2016 年産米食味ランキングで、高知県西部「に
こまる」が最高評価の特Aを獲得しました。
　この食味ランキングは、日本穀物検定協会が、昭和 46 年産米から毎年、全国
規模で実施しているもので、炊飯した白米を実際に試食して評価します。
　評価の内容は、複数産地のコシヒカリのブレンド米を基準米として、その基準米
と比較しておおむね同等なものを「A’」特に良好なものを「特A」とし、５段階で
評価を行うものです。
　特Aを獲得した「にこまる」は、高温による品質の低下が少なく、収量の多い
品種で、食味も良いことから、高知県が推奨している品種でもあります。
　今回の特A 獲得は高知県内では初の快挙で、本町で栽培される「にこまる」
の今後のブランド化や、農業所得の向上につながることが期待されます。

2016年米食味ランキングで
高知県西部「にこまる」が　　　初獲得！特  A
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育成事業「和菓子教室」

四万十町青少年育成町民会議四万十町子ども会駅伝大会　

平成28年度高知県児童生徒表彰の報告

topics&report話題の広場

▲「紅梅」と「雪柳」

▲出来たー！ ▲みんなで記念撮影

▲仁井田小学校　西村校長

▲勤労者区間賞

▲子ども会男子優勝 ▲子ども会女子優勝

▲みんな真剣！

▲細い箸を使っての細かな作業

きれいに形を整え中▶

第5回

第54回

第34回 四万十町勤労者駅伝大会第11回

　２月26日、高知市文化プラザかるぽーとで、高知県教育委員会主催「平
成 28 年度高知県児童生徒表彰式」が行われました。本事業は、高知県
内の小中学校などの児童生徒について、他の児童生徒の模範となる活動や
功績が顕著なものを表彰し、その
努力と成果をたたえるという目的
で、毎年行われているものです。
　県内から個人の部で 222 名、
団体の部で 86 団体が表彰され、
町内からも３名、２団体が表彰さ
れました。受賞された皆さん、お
めでとうございました。

　２月12日、第 34回四万十町子ども会駅伝大会並びに第 11回四万十町勤労者駅伝大会が四万十松葉川コース（５区間、
11.1ｋｍ）で開催されました。
　子ども会 29チーム、勤労者 24チームが参加し、勤労者駅伝大会では２区で区間最高記録が誕生しました。

　２月 17日、中土佐町民交流会館において、「平成 28 年度高岡地区
学校保健表彰が行われました。むし歯のない子どもの割合や１人あたり
のむし歯数などの基準をすべて満たした「よい歯の学校」として、３年
連続で表彰された学校が「保健活動優良校」に該当します。今年度
の該当校は、小学校６校・中学校８校で、四万十町からは仁井田小学
校が表彰されました。

四万十町窪川ロードレース大会　開催
　２月５日、第 54回四万十町窪川ロードレース大会が開催されました。
この大会は小学５・６年生から壮年の部までの11 部門で競われる大会です。
当日は、雨に見舞われ棄権者も続出し心配されましたが、高知県内から集まっ
た57 名（申込 100 名）は雨に負けない力走を見せてくれました。
結果は以下のとおりです。

　２月26日、町内の和菓子店 松鶴堂の松岡幹幸さんを講師に町内小中学生 20
名と保護者の参加により、第５回育成事業「和菓子教室」を農村改善センターで
開催しました。
　子どもたちは「紅梅」と「雪柳」という２種類の和菓子作り
にチャレンジ。講師の先生の見事な手さばきに「すごーい！」
と感嘆。いざ自分たちで作り始めると細かな作業に苦労
しながらも、楽しく和菓子を作りました。

子どもたちの口腔衛
生が３年連続で良いと
うことで表彰され、大
変嬉しく思います。引
き続き、子どもたちの
よい歯のために教職
員全員で取り組んで
いきたいと思います。

■小学5･6年男子の部（2㎞）

江口 誠悟
濱口 純平

6分37秒★
7分05秒

1
2

順位
6
6

学年 記　録氏　名
下田小学校
日下小学校

所　属

種別
個人
個人
個人
団体
団体

部門
芸術（図画）
芸術（作文）
スポーツ（水泳）
スポーツ
スポーツ

川口小学校
窪川中学校
窪川中学校
窪川中学校
大正中学校

所　属
表彰区分

河上 光
久保田 聖那
首藤 大果
女子ソフトボール部
ソフトボール部

氏　名

■小学5･6年女子の部（2㎞）

大山 　和 7分52秒1
順位

6
学年 記　録氏　名

窪川ＪＲＡ
所　属

■中学1年男子の部（3㎞）

松村 皇哉
土居 雅季

10分14秒
10分14秒

1
2

順位
1
1

学年 記　録氏　名
香長中学校
香長中学校

所　属

■子ども会駅伝男子の部　総合

窪川小男子　Ａ
東又小ボーイズ
北ノ川小学校男子

43分46秒
44分49秒
45分51秒

1
2
3

順位 記　録チーム名

■勤労者駅伝　団体の部

高幡自動車
四万十清流消防署
松葉食堂

38分03秒
39分46秒
43分34秒

1
2
3

順位 記　録チーム名

■ブービー賞（ビリから２番目のチーム）

ｔｅａｍいいのーず
チーム名

■子ども会駅伝男子の部　区間賞

窪川小男子　Ａ
窪川小男子　Ａ
東又小ボーイズ
東又小ボーイズ
窪川小男子　Ａ

大前 慶悟
小松 　光
佐竹 勇哉
池上 晃太
山﨑 迅人

第1区
第２区
第３区
第４区
第５区

区分 氏　名
10分02秒
5分17秒
10分15秒
6分05秒
11分41秒

記　録チーム名

■ぴったりタイム賞
　（あらかじめ予想したタイムに記録が近いチーム順）

ｔｅａｍいいのーず
四国銀行窪川支店
くぼかわ病院・警察Ｄ

55分48秒
54分25秒
54分00秒

1
2
3

順位 予　想
55分48秒
54分38秒
54分17秒

記　録
00秒
13秒
17秒

差チーム名

■子ども会駅伝女子の部　総合

窪川小女子　Ａ
東又小ファイト
川口小　Ｄ

52分50秒
54分50秒
54分52秒

1
2
3

順位 記　録チーム名
■子ども会駅伝女子の部　区間賞

窪川小女子　Ａ
東又小ガールズ
川口小　Ｄ
東又小ファイト
影野　Ｃ

大山 　和
中越 　萌
土居 奈緒
新田 愛叶
西村 涼花

第1区
第２区
第３区
第４区
第５区

区分 氏　名
11分31秒
6分40秒
11分42秒
7分05秒
13分22秒

記　録チーム名

■中学女子の部（3㎞）

近江 香穂
山下 夕里奈

10分18秒
10分46秒

1
2

順位
1
3

学年 記　録氏　名
香長中学校
香長中学校

所　属

■高校女子の部（5㎞）

西松 美樹
野村 菜々美

17分06秒
17分30秒

1
2

順位
3
2

学年 記　録氏　名
山田高校
山田高校

所　属

■壮年女子の部（5㎞）

細川 佐恵 28分32秒1
順位

63
年齢 記　録氏　名

南国市
所　属■一般男子の部（10㎞）

森澤 安倫
武田 真幸

37分08秒
37分29秒

1
2

順位
37
31

年齢 記　録氏　名
窪川陸上クラブ
窪川陸上クラブ

所　属

■壮年男子の部（5㎞）

中平 伸幸
遠藤 紀元

18分22秒
18分53秒

1
2

順位
53
43

年齢 記　録氏　名
窪川陸上クラブ
いの町

所　属

■高校男子の部（10㎞）

武山 弘周
淵田 凌一

33分01秒
33分35秒

1
2

順位
3
2

学年 記　録氏　名
高知農業高校
高知農業高校

所　属

■中学2・3年男子の部（5㎞）

澤田 一輝
武市 郁哉

16分18秒
16分47秒

1
2

順位
3
3

学年 記　録氏　名
香長中学校
香長中学校

所　属

★＝大会最高記録

■勤労者駅伝　区間賞

高幡自動車
高幡自動車
高幡自動車
高幡自動車
松葉食堂

植田 和久
田井 慧也
田井 　翼
森澤 安倫
武田 真幸

第1区
第２区
第３区
第４区
第５区

区分 氏　名
9分00秒
4分29秒
8分46秒
5分01秒
10分21秒

記　録チーム名
★＝区間最高記録

★

▲大正中学校ソフトボール部 ▲久保田 聖那くん▲河上 光くん ▲窪川中学校女子ソフトボール部
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平成29年度当初予算の概要
一般会計当初予算の概要

一般会計総額　157億 9,500 万円
［ 対前年度当初比＋2億 200万円・＋1.3％ ］

■ 平成29年度当初予算が可決されました
　　四万十町の平成 29 年度当初予算が町議会 3月定例会で可決されましたので、概要についてお知らせします。
　一般会計における予算総額は、ふるさと納税の返礼品や事務経費、基金積立金といったふるさと納税関連経費 19 億
3,919 万円（前年度当初比で 8 億 2,847 万円の増）の影響等により、前年度と比較して 2 億 200 万円（1．3％）増加の
157 億 9,500 万円となりました。
　また、国民健康保険事業などの 10 特別会計と水道事業会計を加えた全会計の純計（重複分を差し引いた）予算規模
は 220 億 3,965 万円となっています。

区　　　分
（1） 自　主　財　源

平成 29年度当初 構成比

【歳入】

46億 5,620万円
15 億 6,486 万円
3億 7,722 万円
12億　　0万円
12億 5,340 万円
2億 6,072万円

111 億 3,880 万円
4億 8,800 万円
65億 9,033 万円
13億 6,303 万円
13億 8,754 万円
13億　990万円
157億 9,500万円

29.5%
9.9%
2.4%
7.6%
8.0%
1.6%
70.5%
3.0%
41.8%
8.6%
8.8%
8.3%

100.0%

（2） 依　存　財　源

合　　　計（1）+（2）

譲与税及び交付金等
地  方  交  付  税
国 庫 支 出 金
県  支  出  金
町　　　　  債

区　　　分
（1）義 務 的 経 費

平成 29年度当初 構成比

【歳出】　［性質別］

町民1人あたりの予算額：889,959円

人　　件　　費
扶　　助　　費
公　　債　　費

（2）投 資 的 経 費

（3）そ の 他 の 経 費

合　計（1）+（2）+（3）

普 通 建 設 事 業
災 害 復 旧 事 業

物　　件　　費
補   助   費   等
積 立 金
繰 出 金
そ　　の　　他

町の預金と借金残高（一般会計）
年　　度 積立基金（預金）残高 町債（借金）残高

平成 29 年度見込額
平成 28 年度見込額
平成 27 年度決算額

93 億 3,126 万円
90 億 2,467 万円
85 億 6,858 万円

192 億 6,327 万円
198 億 8,362 万円
207 億 1,665 万円

【メモ】
　町債は、公共施設の建設などの財源として町が借り入れるお
金で、いわゆる借金です。しかし、個人の借金とは違って、将来
その返済 (元利償還金 )の一部が、地方交付税として国から交
付 (算入 )されるものが多数あります。
　 左表の平成 27年度決算額では、一般会計の町債残高が 207
億 1,665 万円となっていますが、そのうち地方交付税で交付さ
れるものなどを除き、町が支払う実質の負担額は 51億 1,410
万円（町債残高の 24.7％相当額）となっています。

目
的
別
一
般
会
計
歳
出

議会費
6,839 円

（1億2,138万円） （33億3,686万円） （13億5,131万円）

（10億2,757万円） （12億2,026万円） （22億9,057万円）

民生費
188,013 円

農林水産業費
76,139 円 

土木費
57,898 円 

教育費
68,755 円 

公債費
129,061 円

総務費
223,470 円

（39億6,614万円）

★詳細については、町ホームページ
　「四万十町の財政状況」コーナーで公表しています。

（11億9,597万円） （2億4,817万円）

（8億1,948万円） （1億8,345万円） （3,384万円）

衛生費
67,386 円 

商工費
13,983 円 

消防費
46,173 円 

災害復旧費
10,336 円 

その他
1,906 円
労 働 費
諸支出金
予 備 費

〔お問い合わせ先〕 　総務課　財政班　☎22-3111

■ 予算編成の基本方針

☞  第２次総合振興計画の推進

☞  自律と共生のまちづくりを目指して ☞  町民に対する説明責任と
 　透明性の向上

☞  徹底した行財政改革と中・長期的な
　 視点に立った予算編成への取り組み～ まちの将来像「山・川・海 自然が 人が元気です 四万十町」の実現 ～

～「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げた基本目標の着実な推進 ～

② 四万十町への新しい
　 人の流れをつくる

① 地域の特性を生かした
　 雇用を創出する

③ 若い世代の結婚・
　 出産・子育ての
　 希望をかなえる

④ 時代に合った地域
 　をつくり、安心な
 　くらしを守る

■ 一般会計の主要事業

四万十町雇用創出、複合経営拠点支援、新規就農者定着促進、農地集積交付金、園芸用ハウス整備、
四万十川流域豊かな森林保全整備、特用林産生産体制支援、自伐林業者等育成支援、町有林管理整
備、コールセンター等立地促進、商工業振興、四万十町商工会運営育成事業

防災(地震・津波避難、
大規模災害)対策

予土線鉄道施設緊急耐震対策、福祉避難所運営 ( 訓練等 )、災害医療救護所用備品整備、興津診
療所耐震改修、農業用燃料タンク対策、漁業用燃油タンク減災対策、県営ため池等整備負担金、
県営農村災害対策整備負担金、橋梁耐震補強、橋梁一括点検・長寿命化、吉見川浸水対策、避難
所運営加速化、自主防災育成、事業継続計画 (BCP) 作成、災害用備蓄品整備、災害対策本部・
活動支援、災害対応型給油所整備促進、木造住宅・避難所等耐震化促進、志和地区津波避難対策、
津波避難路等維持管理、放置漁船減災対策、防災施設整備、緊急輸送道路沿道建築物耐震化促進、
防災教育推進、学校防災対策 (ヘルメット購入 )、学校防災対策 (緊急地震速報装置設置 )事業

そ の 他
滞納整理システム導入、旧大正町役場解体、地域福祉計画・障害者計画等策定、環境基本計画 (改
訂版 ) 策定、森林組合本所建築、下津井ヘルスセンター解体、こいのぼり公園再生整備、公営住
宅建設 ( 見付第 1 団地 )、東又小学校プール改築、窪川中学校空調設備設置、中学校部活動用楽
器購入、文化複合施設検討、ボルダリング設備整備事業

ふるさと支援 (ふるさと納税 )推進、移住定住促進用住宅整備、移住定住促進 (移住促進 )、四万十
川再生調査対策、ホビー館推進、松葉川温泉改修、幕末維新博連携、四万十川桜マラソン開催事業

移住定住促進 (家族支え合い・若者定住促進 )、不妊治療費助成、妊婦一般健康診査通院費助成、安
心子育て支援 (出産祝金 )、新生児聴覚検査、乳幼児健診 (言語発達健診 )、乳幼児・児童医療費助成、
多子世帯保育料軽減 [ 歳入減 ]、子育て支援センター、就学奨励金 (通学助成 )給付、ＩＣＴ教育推
進、地域教育推進、教育研究所・教育支援センター事業

地域おこし協力隊、地区活動支援等、集落活動センター推進、人材育成推進、高齢者等外出支援、あっ
たかふれあいセンター、配食サービス、24時間電話健康相談、中山間生活用水確保支援、農山漁村振
興交付金事業

　以上のような基本方針のもと、合併から 12 年目を迎える平成 29 年度は、前年度から始まった普通交付税における「合併
算定替から一本算定への段階的な縮減」による影響や、第２次四万十町中期財政計画に掲げた財政運営方針等を踏まえつつ、
計画の初年度となる第２次四万十町総合振興計画に掲げる将来展望の実現と、公約に掲げた“活力あふれる四万十郷の創造”
に向け、国・県の動向等にも十分注視しつつ編成しました。その主な事業は次のとおりです。

 

総
合
戦
略
に
掲
げ
た
４
つ
の
基
本
目
標

そ
の
他
の
主
要
事
業

（平成29年3月1日現在：17,748人）

56億 5,156万円
20 億 9,602 万円
12億 6,497 万円
22億 9,057 万円
21億 1,251万円
19 億 2,906 万円
1億 8,345 万円
80億 3,093万円
32 億 6,274 万円
18億 7,247 万円
15億 5,785 万円
12億 6,053 万円

7,734 万円
157億 9,500万円

35.8%
13.3%
8.0%
14.5%
13.4%
12.2%
1.2%
50.8%
20.6%
11.8%
9.9%
8.0%
0.5%

100.0%

一般会計
歳出総額

157億9,500万円
【性質別】

普通建設事業費
19億2,906万円

12.2%

物件費
32億6,274万円

20.6%

補助費等
18億7,247万円

11.8%

積立金
15億5,785万円

9.9%

人件費
20億9,602万円

13.3%

扶助費
12億6,497万円

8.0%

公債費
22億9,057万円

14.5%投資的経費
13.4%

義務的
経費
35.8%

その他の
経費
50.8%

災害復旧費
1億8,345万円

1.2%

その他
7,734万円 
0.5%繰出金

12億6,053万円
8.0%

一般会計
歳入総額

157億9,500万円

自主財源
29.5%

依存財源
70.5%

分・負、使・手
3億7,722万円

2.4%

繰入金
12億5,340万円

8.0%

寄附金
12億円
7.6%

その他
2億6,072万円

1.6%

地方交付税
65億9,033万円

41.8%

国庫支出金
13億6,303万円

8.6%

県支出金
13億8,754万円

8.8%

町債
13億990万円
8.3%

譲与税・交付金等
4億8,800万円

3.0%

町税
15億6,486万円

9.9%

町　　　　　税
分・負、使・手
寄 附 金
繰　　入　　金
そ　　の　　他

※

※分・負、使・手＝分担金および負担金、使用料および手数料

総務費…全般的な管理経費や企画調整費などのほか、ふるさと納税に係る返礼品などの関連経費や基金への積立金なども含まれます。
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四万十町職員　の給与の状況
平成29年度一般会計予算に計上した四万十町職員などの給与の状況は、次のとおりです。

区分  住民基本台帳人口
（年度末）

 　歳出額
A

 　　人件費
B

 　　実質収支 人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参考）
26年度の人件費率

（２）職員給与費の状況（一般会計予算）
職員数

A 給料 職員手当 計　B期末・勤勉手当
給　与　費 １人当たり給与費

Ｂ／Ａ

248人 8億9,635万円
注）職員数には教育長を含んでいます。

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況　（平成29年4月1日現在）

区分

区分

四万十町

一 般 行 政 職 技 能 職
 平均給料月額  平均給与月額   平均年齢  平均給料月額  平均給与月額   平均年齢

国
(H28.4.1)

299,606円

331,816円 410,984円 287,447円 329,358円

322,180円 41.2歳

43.6歳 50.4歳

̶ ̶ ̶

区分 四 万 十 町 国

一般行政職
大学卒

高校卒

167,600円

146,100円

区分 四 万 十 町 国

区分 四 万 十 町 国

区分

期末手当
勤勉手当

時 間 外
勤務手当

特殊勤務
手　　当

扶養手当

住居手当

退職手当

（29年度支給割合） （29年度支給割合）
 ６月期
12月期
計

（６）一般行政職の級別職員数の状況　（平成29年4月1日現在）
　 区分 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計

標準的な
職務内容

職員数 15人
6.0%

38人
15.3% 35.5% 19.8% 9.7% 13.7% 100%構成比

技　能　職
大学卒

高校卒

̶ ̶

経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒
高校卒

244,800円
211,200円

278,700円
250,500円

技　能　職 大学卒
高校卒

̶ ̶

̶

197,000円 227,300円

323,300円
286,000円

̶

期末手当
１．225ヶ月分
１．375ヶ月分
２．6ヶ月分

（支給率）

その他の加算措置：なし
退職時特別昇給：なし

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合
20.445ヶ月分
29.145ヶ月分
41.325ヶ月分
49.59ヶ月分

定　年
25.55625ヶ月分
34.5825ヶ月分
49.59ヶ月分
49.59ヶ月分

（支給率）

その他の加算措置：定年前早期退職特例措置（3～45％加算）
退職時特別昇給：なし

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合
20.445 ヶ月分
29.145 ヶ月分
41.325 ヶ月分
49.59 ヶ月分

応募認定・定年
27.405ヶ月分
34.5825ヶ月分
49.59ヶ月分
49.59ヶ月分

０．85ヶ月分
０．85ヶ月分
１．7ヶ月分

勤勉手当

職制上の段階、職務の級等による加算措置：有 

 ６月期
12月期
計

期末手当
１．225ヶ月分
１．375ヶ月分
２．6ヶ月分

０．85ヶ月分
０．85ヶ月分
１．7ヶ月分

勤勉手当

職制上の段階、職務の級等による加算措置：有 

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給職員１人当たり平均支給年額
手当の種類（手当数）
手当の名称

配偶者10,000円､子8,000円、父母等6,500円
16歳～22歳の子は1人5,000円加算 

配偶者10,000円､子8,000円、父母等6,500円
16歳～22歳の子は1人5,000円加算 

借家の場合､家賃12,000円を超える場合
家賃に応じて27,000円を限度に支給

交通用具使用者は使用距離に応じて
2,000～31,600円を支給 

借家の場合､家賃12,000円を超える場合
家賃に応じて27,000円を限度に支給

年間予算額     
職員1人当たり予算年額     

0.40%
600,000 円

１
医療業務手当

通勤手当

交通機関等利用者は55,000円まで全額支給 交通機関等利用者は55,000円まで全額支給

片道2km未満の者は支給なし片道2km未満の者は支給なし

給料

報酬

期
末
手
当

町 長
副 町 長
教 育 長
議 長
副 議 長
議 員
町 長
副　町　長
教 育 長
議 長
副 議 長
議 員

６月期
12月期

計

１．40月分
１．50月分
２．90月分

 ７３７，０００ 円
６３１，０００ 円
５７７，０００ 円
２８３，０００ 円
２２８，０００ 円
２０５，０００ 円

６月期
12月期

計

１．40月分
１．50月分
２．90月分

会計管理者
政策監

地域振興局長
教育次長
課長

事務局長等

副課長・次長
室長・班長
総括主幹
総括技幹
保育所長

副課長・次長
室長・班長
総括主幹
総括技幹
保育所長
主任保育士
主幹・技幹

主査・技査
保育教諭
保育士
保健師
社会福祉士

主任
主任技師
保育教諭
保育士
保健師
社会福祉士

主事・技師
保育教諭
保育士
保健師
社会福祉士

交通用具使用者は使用距離に応じて 2,000～ 31,600 円を支
給。四万十町に住所を有する職員のうち、自動車等の使用距離が
片道20キロメートルを超える職員は、20キロメートルを超える１キロ
メートル（１キロメートル未満切捨て）当たり 200 円を加算（上限
5,000円） 

〔お問い合わせ先〕 総務課　☎22-3111

27年度 17,997人 160億4,336万円 13.98% 15.63% 22億4,345万円4億4,129万円
注）平成28年度決算はまだできていませんので､平成27年度決算額で計上しています。　

（１）人件費の状況（普通会計決算）

29年度 13億7,189万円 553万円3億4,949万円1億2,605万円

178,200円

146,100円

143,500円 143,500円

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　（平成29年4月1日現在）
　

255,500円

88人 49人 24人 34人 248人

（７）職員手当の状況

35,974 千円
145 千円

（８）特別職の報酬等の状況　（平成29年4月1日現在）

（４）職員の初任給の状況　（平成29年4月1日現在）
　

10101111 四万十町通信一平成26年4月号四万十町通信一平成29年4月号四万十町通信一平成26年4月号四万十町通信一平成29年4月号



（政策監 (人材育成 )兼人材育成推進室長兼農村地域活性化複合施設所長）山脇光章

四万十町の人事異動
※平成29年4月1日付（　）内は旧

総 務 課

企 画 課
四万十川対策室長（町民環境課四万十川対策室長）岡英祐　企画調整班長（商工観光課総括主幹）小笹義博　総括主幹（高知県中西部
電算協議会）坂本仁　企画調整班主査兼四万十川対策室主査（環境省派遣）中井智之　企画調整班主査兼四万十川対策室主査
（まちづくり戦略室主査）西尾洋亮

税 務 課 課長（健康福祉課副課長）松田好文
総括主幹（主幹）多賀啓一　主任（商工観光課主任）岡正也

人材育成
推進センター

総括主幹（人材育成推進室総括主幹）武田正人　
主査（人材育成推進室主査（高知大学出向））横山光一

危機管理課

地域振興課

町民生活課

国保大正
診 療 所

選挙管理委員会事務局

地域振興課 技幹（建設課技幹）吉村紀一郎　主事（建設課主事）岡本侑大

副局長兼課長（議会事務局次長兼監査委員事務局次長）酒井弘恵　総括主幹（会計管理室次長）竹内由美
保健師（健康福祉課保健師）中村晶子町民生活課

所長【医師】（新規採用）石田青鳥国保十和
診 療 所

〔兼〕書記　杉本孝成　〔兼〕書記を解く　黒田まどか選挙管理
委員会事務局

課長（町民環境課副課長）細川理香　副課長（農林水産課副課長）川上眞喜　副課長兼見付町民館長（町民環境課総括主幹）前田尚宏
　総括主幹（興津町民館長兼興津児童館長兼防災対策監）中村裕子　主幹（町民環境課主幹）川下房代　主幹（町民環境課主幹）高瀬真
也　主幹（町民環境課主幹）宮本美智　主査（町民環境課主査）武内由美　主査（税務課主査）芝野富也　主査（町民環境課主査）岡村
彩世　主事（町民環境課主事）谷岡杏菜　主任（新規採用）冨永貴愛

町 民 課

副課長（主幹）国澤豪人　保健師（十和町民生活課保健師）中澤さち　主査（上下水道課主査）前田桂　主任（農林水産課主任）武市尚也
　主事（町民環境課主事）小松結衣　社会福祉士（新規採用）森田美央子健康福祉課

保 健 師：地域包括支援センター（保健師（地域包括支援センター西部支所））土居有希　
介護福祉士：地域包括支援センター西部支所（介護福祉士（地域包括支援センター））林敬裕

地域包括
支援センター

副課長（総括主幹）武井秀樹　総括主幹（主幹）橋本剛臣　主幹（大正町民生活課主幹）高橋亮　主任（十和町民生活課主任）岡田祥枝農林水産課

課長（町民環境課長）植村有三　副課長（生涯学習課副課長）川村裕之　副課長（商工観光課副課長）長森伸一　主幹（商工観光課主幹）田
辺俊輔　主査（企画課まちづくり戦略室主査）高瀬直史　主査（健康福祉課主査）岡崎明日香　主査（企画課主査）高口亨太　主査（商工
観光課主査）谷岡美希　主任（高知県出向）山陸聖弥　主事（企画課まちづくり戦略室主事）河原一郎　主事（商工観光課主事）平野勝己

にぎわい
創 出 課

会計管理者兼会計管理室長（総務課長兼選挙管理委員会事務局長）樋口寛　次長（主幹）戸田ゆかり　主事（新規採用）岡本実玖会計管理室

〔兼〕事務局長　清藤泰彦　〔兼〕事務局次長　今西浩一　〔兼〕書記　稲井智香　〔兼〕事
務局長を解く　樋口寛　〔兼〕事務局次長を解く　浜田章克　〔兼〕書記を解く　武市侑子

窪川・大正・十和学校給食センター所長（町民環境課副課長兼見付町民館長）武田枝里

課長（副課長）西谷典生　副課長（主幹）東孝典　主査（建設課国土調査推進室主査）萩原隆一学校教育課

課長（副課長）吉岡孝祐　副課長（総括技幹）竹内幸喜　副課長（総括技幹）下元敏博　主幹（十和地域振興課主幹）久保隆幸　主査（危機管理
課主査）宇都宮幸成　主査（総務課主査）武市侑子　主事（新規採用）柴優樹　国土調査推進室主幹（農業委員会西部駐在所主幹）山本英明

局長兼課長（上下水道課副課長）山本安弘　副課長（企画課まちづくり戦略室長）北村耕助　主幹（健康福祉課主幹）芝あゆみ　
主査（再任用）下藤広美

建 設 課

生涯学習課

学 校 給 食
セ ン タ ー

農業委員会
事 務 局

西部駐在所主幹（大正町民
生活課主幹）中屋大樹

選 挙 管 理
委員会事務局

主幹（健康福祉課主幹）味元加奈 〔兼〕書記　芝あゆみ　〔兼〕書記を解く　住吉聡

本

　
庁

　

大
正
地
域
振
興
局

　

十
和
地
域
振
興
局

保

育

所

学
校

校
務

見付保育所 所長（主任保育士）林絹　主任保育士（認定こども園たのの保育教諭）佐竹美也
保育士（認定こども園たのの保育教諭）岡﨑みか　調理師（新規採用）近森彩乃

東又保育所

山脇一生（大正地域振興局長兼地域振興課長）　高橋一夫（上下水道課長）　佐竹一夫（建設課長）　藤沢久美子（興津保育所長）　林久
志（十和地域振興局副局長兼町民生活課長）　清水友子（北ノ川保育所調理師）　永尾一雄（税務課長）　和手一代（小鳩保育所長）　下藤
広美（商工観光課長）　中津ゆかり（東又保育所長）　下元純子（興津保育所調理師）　竹内利恵（昭和保育所長）　中村浩之（危機管理課
総括技幹）　石崎香代子（窪川小学校　学校校務員）　杉野雅彦（学校教育課長）　辻本明文（生涯学習課長）　宗石佐和美（総務課主幹）
　岡聡司（高知医療センター派遣）　北岡真紀（国保十和診療所長）

（３月31日付）
退　　職

興津保育所

昭和保育所

調理師（子育て支援センター調理師）甲把操北ノ川保育所認定こども園
た の の

保育教諭（新規採用）小野川恵

所長（主任保育士）中平治子　保育士（小鳩保育所保育士）平野元直　保育士（見付保育所保育士）濱岡美晴

小鳩保育所 所長（主任保育士）鍋島美穂　主任保育士（昭和保育所主任保育士）門田清子　保育士（新規採用）三石由希

総務課 総務課
危機管理課 危機管理課
企画課 企画課
税務課 税務課
町民環境課 町民課
健康福祉課 健康福祉課
農林水産課 農林水産課
商工観光課 にぎわい創出課
建設課 建設課
上下水道課 環境水道課

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 
7. 

組織再編のポイント

役場の組織が変わりました
　本町では、平成29年度を初年度とする「第２次四万十町総合振興計画」を策定し、今後はこの計画に基づい
たまちづくりを進めます。また、本町の重要課題である人口減少の抑制については、「四万十町まち・ひと・
しごと創生総合戦略」の着実な推進が必要です。
　このため、総合振興計画に掲げた３つの基本方針「産業づくり」、「人づくり」、「自然環境づくり」と、
総合戦略の主要施策である「地産外商の強化」、「地場企業の育成」、「移住定住の促進」、「将来を担う人
材の育成」、「四万十川の再生」等について、より積極的、効率的に推進していくため、平成29年４月１日よ
り役場の組織を再編しています。

平成29年
４月１日より

旧 体 制 新 体 制

四万十町の営業戦略（シティプロモーション）を所管する課として商工観光課の名称をにぎ
わい創出課に改め、「外商の強化」「地場企業の育成」「観光戦略の推進」「移住定住の促
進」に関する施策を一体的に推進します。

環境行政との兼務体制となっていた四万十川対策室を企画課に移管し、「四万十川の再生」
に特化した総括部署として、庁内各課や他市町とも連携した取り組みを推進します。

建設課に住宅・建築グループを設置し、町営住宅、持家施策や住宅の耐震化、空き家対策な
ど、町民の住宅等に関する施策を一体的に推進します。

上下水道課の名称を環境水道課に改め、廃棄物の処理など環境行政部門を統合することにより
行政運営の効率化を図ります。なお、これにともない町民環境課の名称を町民課に改めます。

人材育成に特化した機関として人材育成推進センターを設置し、人材の育成に関する事務や
事業の運営を効果的かつ効率的に推進します。

企画課のまちづくり戦略室および人材育成推進室は廃止します。

地域振興局の組織については変更ありません。

政策監 (人材育成 )兼人材育成推進センター所長兼農村地域活性化複合施設所長

課長（副課長）清藤泰彦　副課長（企画課まちづくり戦略室総括主幹）今西浩一　主査（町民環境課主査）小松充
財政班主任（高知県出向）片岡丈明　主任（新規採用）稲井智香
主任（大正地域振興課主任）住吉聡
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国
内
の
経
済
に
お
い
て
、
景
気
は
昨
年
に

続
き
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い
る
も
の
の
、

個
人
消
費
の
改
善
ペ
ー
ス
は
総
じ
て
緩
慢
な

動
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
10
月
〜
12
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
、
４
四
半
期
連
続
で
増
加
し
、
景
気
が
緩

や
か
に
持
ち
直
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
が
、
内
容
は
引
き
続
く
外
需
主
導
で
の

持
ち
直
し
で
あ
り
、
内
需
の
伸
び
は
横
ば
い

に
と
ど
ま
る
な
ど
、
回
復
の
勢
い
に
力
強
さ

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
昨
年
度
策
定
し
ま
し

た
「
四
万
十
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
方
針
に
基
づ
き
、
地
方
創
生

の
推
進
を
原
動
力
と
し
て
、
国
や
県
、
近
隣

自
治
体
と
も
連
携
し
、
地
域
力
を
結
集
し
た

取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
本
年
度
は
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
「
第
２
次
四
万
十
町
総
合
振

興
計
画
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ

の
計
画
を
四
万
十
町
の
将
来
像
と
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
方
針
を
町
民
と
共
有
し
、
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
「
四
万
十
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

第
18
条
に
基
づ
く
、
町
の
政
策
を
定
め
る

最
上
位
計
画
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
は
、
多
く
の
方
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
町
民
意
識
調
査
や
意
見
公

募
に
よ
る
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
提
案
を
反

映
し
て
い
ま
す
の
で
、
「
こ
の
ま
ち
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
、
「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け

た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
「
住

み
た
く
な
る
ま
ち
」
づ
く
り
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
町
民
と
と
も
に
積
極
的
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
３
つ
の
基
本
目
標
「
挑

戦
し
続
け
る
産
業
づ
く
り
」
、
「
生
涯
元

気
で
郷
土
愛
に
満
ち
た
人
づ
く
り
」
、

「
日
本
が
誇
る
四
万
十
川
流
域
の
環
境
づ

く
り
」
を
大
き
な
柱
と
し
た
四
万
十
町
の

今
後
10
年
の
総
合
的
な
計
画
で
す
。
　

　
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き

「
四
万
十
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
推
進
と
と
も
に
、
総
合
振
興

計
画
に
掲
げ
る
将
来
展
望
の
実
現
と
、
公

約
に
掲
げ
た
〝
活
力
あ
ふ
れ
る
四
万
十
郷

の
創
造
〞
に
向
け
、
子
育
て
支
援
、
移
住

定
住
の
促
進
、
地
場
産
業
の
振
興
、
中
山

間
地
域
の
活
性
化
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で

非
常
に
重
要
な
人
材
育
成
の
面
で
は
、
こ

の
４
月
に
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
人
材

育
成
推
進
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
実
行
２

年
目
と
な
る
人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
住
民
や
行
政
、
関
係
機
関
な
ど
と
の

連
携
・
協
働
に
よ
る
「
四
万
十
町
な
ら
で

は
の
人
材
育
成
の
推
進
」
に
さ
ら
に
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

創
生
総
合
戦
略
」
の
重
要
施
策
で
あ
る
外
商

の
強
化
、
地
場
企
業
の
育
成
、
観
光
戦
略
の

推
進
、
移
住
定
住
の
促
進
、
さ
ら
に
は
四
万

十
川
対
策
の
一
層
の
推
進
の
た
め
、
行
政
組

織
の
再
編
に
伴
う
条
例
改
正
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
地
産
外
商
の

取
り
組
み
な
ど
に
重
点
を
置
き
、
ま
ち
の
賑

わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
全
国
に
誇
れ
る
四

万
十
町
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
に
精
一
杯

取
り
組
む
所
存
で
す
。

■
平
成
29
年
度
当
初
予
算
案
の
概
要

　に
つ
い
て

　
平
成
29
年
度
当
初
予
算
案
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

普
通
交
付
税
の
段
階
的
な
縮
減
に
よ
る
影
響

や
、
第
２
次
四
万
十
町
中
期
財
政
計
画
に
掲

げ
た
財
政
運
営
方
針
等
を
踏
ま
え
、
ま
た
一

方
で
は
、
計
画
の
初
年
度
と
な
る
第
２
次
四

万
十
町
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
る
将
来
展
望

の
実
現
と
、
公
約
に
掲
げ
た
〝
活
力
あ
ふ
れ

る
四
万
十
郷
の
創
造
〞
に
向
け
、
国
や
県
の

動
向
等
を
注
視
し
な
が
ら
予
算
編
成
に
臨
ん

だ
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
結
果
、
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は

1
5
7
億
9
千
5
0
0
万
円
と
な
り
、
前
年

度
当
初
と
比
較
し
て
2
億
2
0
0
万
円
・

1
．
3
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
一
般
会
計
の
ほ
か
10
の
特
別
会
計

と
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
12
会
計
の

予
算
規
模
は
、
会
計
間
の
重
複
分
を
差
し
引

く
と
2
2
0
億
3
千
9
6
5
万
円
と
な
り
、

前
年
度
当
初
と
比
較
し
て
約
4
億
8
千

平
成
29
年
3
月

四
万
十
町
議
会

　
　 定 

例 

会
　

　
　 町
長
行
政
報
告（
要
旨
）

　
次
に
日
本
の
人
口
減
少
問
題
に
お
い
て

は
、
統
計
開
始
以
来
、
年
間
出
生
数
が
初
め
て

1
0
0
万
人
を
割
り
込
む
見
通
し
と
な
り
、

東
京
で
も
2
0
2
5
年
を
境
に
人
口
が
減
少

に
転
じ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
現
在
ま
で
人
口
は
減

少
を
続
け
、
1
9
5
5
年
（
昭
和
30
年
）
に

は
４
万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、

2
0
1
0
年
（
平
成
22
年
）
の
国
勢
調
査
で

は
、
半
数
以
下
の
1
万
8
千
7
2
7
人
に
、

2
0
1
5
年
に
は
1
万
7
千
3
2
0
人
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
減
少
が
進
む
と

2
0
4
0
年
（
平
成
52
年
）
に
は
１
万
人
を

割
り
込
み
、
2
0
6
0
年
（
平
成
72
年
）
に

は
5
千
8
0
0
人
台
と
な
る
推
計
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
人
口
減
少
は
、
地
域
経
済
の
規
模
縮
小
や

社
会
保
障
費
な
ど
の
負
担
増
、
日
常
を
支
え

る
機
能
の
低
下
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
地
方

の
活
力
を
弱
め
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
人

口
減
少
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
悪
循
環
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
、
産
業
、
行
政
、

教
育
機
関
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
問
題
意
識

を
共
有
し
、
直
面
す
る
課
題
に
対
し
、
危
機

感
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
町
長
就
任
４
年
目
で
仕
上
げ
の
年
と
な
る

平
成
29
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
継
続
・
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
公
約

実
現
に
向
け
、
成
果
の
見
え
る
取
り
組
み
を

積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
今
議
会
に
は
、
「
第
２
次
総
合
振
興
計

画
」
と
「
四
万
十
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

3
0
0
万
円
・
2
．
1
％
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

度
の
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
12
月
議
会
定
例
会
以
降
の

主
要
な
行
政
運
営
な
ど
に
関
し
、
ご
報
告
し

ま
す
。

■ 

2
0
1
6
奥
四
万
十
博
に
つ
い
て

　
高
幡
広
域
５
市
町
の
連
携
に
よ
り
開
催
し

て
い
た
「
2
0
1
6
奥
四
万
十
博
」
が
、
12

月
25
日
に
そ
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
約
８
か
月
間
の
開
催
期
間
中
に
は
、
多
く

の
皆
様
が
各
市
町
の
観
光
地
や
各
種
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
奥
四
万
十
博
推
進
協
議
会
が
、
観

光
動
向
調
査
の
分
析
や
今
後
の
観
光
の
あ
り

方
や
考
え
方
を
ま
と
め
た
広
域
観
光
の
推
進

指
針
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
奥
四
万
十
博
の

取
り
組
み
を
来
年
度
以
降
の
観
光
振
興
に
活

か
す
と
と
も
に
、
高
幡
広
域
の
各
市
町
と
の

広
域
観
光
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
奥
四
万
十
博
期
間
中
に
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
企
業
や
事
業
者
、
並
び
に
住
民

の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

■
志
国
高
知
幕
末
維
新
博
に
つ
い
て
　
　
　

　
2
0
1
7
年
は「
大
政
奉
還
」か
ら
1
5
0

年
、
2
0
1
8
年
は
「
明
治
維
新
」
か
ら

1
5
0
年
の
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

　
高
知
県
で
は
、
土
佐
の
風
土
・
文
化
・

食
・
自
然
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

2
0
1
7
年
か
ら
２
か
年
に
わ
た
り
、
「
志

国
高
知
幕
末
維
新
博
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
去
る
３
月
４
日
に
は
、
高
知
城
追
手
門
周

辺
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、
本
町
の
商
工
会
を
中
心
に
窪
川
地
域
の

皆
様
が
育
て
て
き
た
谷
干
城
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を
上
演
し
ま
し
た
。

　
谷
干
城
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
今
年
で
20
回

目
と
な
る
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
こ
の
上
演

の
ほ
か
、
「
谷
干
城
」
の
歴
史
的
な
資
料
収

集
、
展
示
会
な
ど
を
企
画
・
検
討
し
て
お

り
、
先
般
、
「
谷
干
城
」
の
数
々
の
資
料
を

所
持
・
保
管
し
て
い
る
熊
本
市
に
表
敬
訪
問

し
、
維
新
博
の
説
明
と
資
料
の
提
供
な
ど
、

協
力
・
支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
会
や
地
元
の
有
志
の
皆
様
が

銅
像
建
立
を
計
画
し
て
い
る
と
お
聞
き
を
し

て
お
り
、
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
町
民
の
皆

様
に
わ
が
町
の
歴
史
的
な
偉
人
「
谷
干
城
」

の
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
支
援
も
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
歴
史
と
文
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
た
観
光
振
興
を
奥
四
万
十
博
以
降
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
県
や
町
の
商
工

会
、
歴
史
家
の
皆
様
の
ご
支
援
や
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
維
新
博
を
契
機
と
し
て

郷
土
が
生
ん
だ
「
谷
干
城
」
を
全
国
に
情
報

発
信
し
、
維
新
博
を
盛
り
上
げ
る
と
と
も

に
、
新
た
な
観
光
客
の
誘
致
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　オオキンケイギクは、特定外来生物です。毎年４月から７月にかけて、コスモスに似た黄色い花を咲かせ大変
きれいな花ですが、強靭な生育力から、外来生物法で特定外来生物に指定された植物です。オオキンケイギクの
栽培、譲渡、生きたままの運搬は、法律で禁止されています。

　庭先に生えている場合は、ご自身で駆除をお願いします。根っこから引抜き、
種などが飛散しないようゴミ袋に入れ、枯死させたのち可燃ゴミ収集日に搬出
してください。
※種が飛散しないよう、なるべく花が咲いている時期に駆除をお願いします。
※枯死したものは、特定外来生物でないため、規制の対象外です。
　公園や河原、土手などに生えている場合は、その管理者と相談しながら駆除
を進めていく必要があります。また、特定外来生物を生きたまま運搬すること
は、原則禁止されていますが、防除を目的とした一定の要件を満たすものにつ
いては、地域住民又はボランティア活動などによるゴミ焼却場への運搬が可能
になる場合があります。詳しくは、環境水道課、各地域振興局町民生活課まで
お問い合わせください。

駆除方法

〔お問い合わせ先〕　環境水道課　☎２２-3119　大正　町民生活課　☎２７-０１１２　十和　町民生活課　☎２８-５１１２

オオキンケイギクの防除にご協力ください【特定外来生物】
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国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ

れ
ば
、
学
生
も
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的

に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る

課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
な
ど
で
、

ご
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算

式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
学
生

納
付
特
例
制
度
の
ご
案
内

国
民
年
金
保
険
料
学
生

納
付
特
例
申
請
に
つ
い
て

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

町
民
課

　
　
　

 

☎
2
2-

3
1
1
7

大
正 

町
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　

 

☎
2
7-

0
1
1
2

十
和 

町
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　

  

☎
2
8-

5
1
1
2

年
金
事
務
所

 

　
　☎
0
8
8-

8
7
5-

1
7
1
7

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

高
知
地
方
法
務
局
須
崎
支
局

☎
0
8
8
9-

4
2-

0
3
7
4  

〈
所
得
の
め
や
す
〉

１
１
８
万
円
＋

（
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り

ま
す
が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年

度
も
在
学
予
定
で
あ
る
場
合
、
４

月
始
め
に
再
申
請
の
用
紙
が
届
き

ま
す
。
引
続
き
学
生
納
付
特
例
制

度
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

　
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、

平
成
28
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶

予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
29
年

度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
へ
、

３
月
末
に
基
礎
年
金
番
号
等
が
印

字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納

付
特
例
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い

る
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事

項
を
記
入
し
返
送
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
平
成
29
年
度
の
申
請
が

で
き
ま
す
。（
こ
の
場
合
、
在
学
証

明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の
添

付
は
不
要
で
す
。）

　
な
お
、
平
成
29
年
度
は
学
生
納

付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険

料
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

納
付
書
を
作
成
し
て
送
付
し
ま
す
。

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
お

近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　　平成29年度 出張年金相談日
　平成 29 年度は、下記の日程で出張年金相談所が開設されます。相談を希望される方は、事前に予約をお願いし
ます。予約受付は、須崎市の出張年金相談は高知西年金事務所お客様相談室、その他の市町村については各市町
村の国民年金担当係までお申し込みください。事前に予約をしていない方は、お待ちいただくことになりますの
でご了承ください。予約の際には、基礎年金番号（本人、配偶者）及び相談内容をお伝えください。

開設場所・予約受付 時間 4月 ５月 6月 7月 8月 １月 ２月 ３月9月 10月 11月 12月

四万十町役場 
　町民環境課　☎22-3117 

中土佐町役場  
　町民環境課　☎0889-52-2213  

須崎市役所 
　高知西年金事務所お客様相談室
　☎088-875-1717  

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

26日
（水）

24日
（水）

17日
（水）

28日
（水）

７日
（水）

６日
（水）

27日
（水）

25日
（水）

22日
（水）

15日
（水）

20日
（水）

24日
（水）

28日
（水）

28日
（水）

26日
（水）

23日
（水）

事前予約制
です

平成 29年度 人権相談所開設日 （開設時間　午前 10時～午後３時）
しまんと社会福祉センター

☎22-1195
十和地域振興局　２階第２会議室

（コミュニティセンターとおわ） ☎28-5112
大正地域振興局 ２階小会議室　

☎27-0112
５月２日（火）

６月１日（木）

７月５日（水）

９月６日（水）

12月６日（水）

２月７日（水）

宮﨑（由）・市川

宮﨑（正）・野中

宮﨑（由）・宮﨑（正）

野中・市川

宮﨑（由）・野中

宮﨑（正）・市川

４月 10日（月）

６月１日（木）

８月 10日（木）

10月 10日（火）

12月８日（金）

２月９日（金）

岡林・林

岡林・林

岡林・林

岡林・新任

岡林・新任

岡林・新任

４月６日（木）

６月１日（木）

８月３日（木）

10月５日（木）

12月７日（木）

２月１日（木）

伊賀（修）・伊賀（ひ）

伊賀（修）・伊賀（ひ）

伊賀（修）・伊賀（ひ）

伊賀（ひ）・新任

伊賀（ひ）・新任

伊賀（ひ）・新任

だれにも相談できずに、ひとりで悩んでいませんか？さまざまな人権
に関する相談や暴力に対する相談など受付けます。（無料・秘密厳守）人権相談所開設のご案内

〔お問い合わせ先〕 税務課　☎22-3116
〔お問い合わせ先〕 税務課　☎22-3116

町税の口座振替のお知らせ
軽自動車税(種別割)の納税通知書

障害者等の減免には申請が必要です

を発送します

　町税の納付には、便利な口座振替をお
勧めします。
　口座振替にすると、納期ごとの支払い
の手間や、うっかり納め忘れる心配もあ
りませんのでご利用ください。
　手続きは、四万十町指定の金融機関で
行うことができます。詳しくは、税務課
までお問い合わせください。

　平成29 年度固定資産税納税通知書を発
送します。
◆発送日　5月１日（月）
　納期は、５・７・９・11 月の各月末で
す（月末が日曜日等休日にあたる場合は
その翌日）。納め忘れのないよう計画的
に納付をお願いします。

　平成 29 年度軽自動車税 ( 種別割 ) の納税通知書を発
送します。内容をご確認いただき、納期限までの納付
をお願いします。
◆納税通知書の発送
 ５月 1日（月）

　身体障害者手帳など（身体障害者手帳・戦傷病者手帳・
療育手帳・精神障害者保健福祉手帳）をお持ちで、一定
の要件に該当する場合、納期限までに申請することで、
軽自動車税（種別割）の減免を受けることができます。
　なお、この減免については普通車を含め１人１台に
限ります。詳しくは税務課までお問い合わせください。

・四国銀行　  ・高知信用金庫
・高知銀行　  ・ゆうちょ銀行
・四万十農協  ・高知はた農協

取扱金融機関

固定資産税の納付通知書
を発送します

〔お問い合わせ先〕  税務課　☎22-3116

◆納期限
 ５月 31日（水）

◆相談日　５月９日（火）
◆時間・場所
　午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）
　四万十町農村環境改善センター　第１会議室
◆行政相談委員　森　英真

　「一日行政相談」を開設します。
　国の仕事やサービスで困っていること、
分からないことがありましたら、
お気軽に行政相談委員にご相談ください。

〔お問い合わせ先〕 総務課　☎22-3111

無料・
秘密厳守です

窪川地域

一日行政相談 を開設します

　３月21日、一般社団法人　四国クリエイト協会より、道
の駅四万十大正に防災倉庫及び備品一式が贈呈されまし
た。これは南海トラフ巨大地震などの大規模災害に際し、道
の駅が発揮する防災機能を向上させるため、地域の皆さま
と道の駅利用者のために設置されたものです。

道の駅「四万十大正」に
防災倉庫を設置しました

年金
だより
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あったかふれあいセンターくぼかわ（窪川地域）

　あったかふれあいセンター「くぼかわ」は、子どもから高齢者
まで、また、健康な方から障害のある方まで誰もが集い、交流で
きる場所を目指して取り組んでいます。先月３日、地域の皆さん
とあったかひなまつりを開催しました。約21人が来場し、利用者
のみなさんとちらし寿司を作って桃の節句を楽しみました。ま
た、月曜日から金曜日の午後より入浴の提供も行っていますの
で、当センター職員までお問合せください。
　当センターへご自身で来所できない方は、週１回の送迎対応も
していますので、お気軽にご連絡ください。

町内のサロン 5月の予定　
【窪川地域】生きがいサロン 【十和地域】生きがいサロン【大正地域】ふれあいサロン

〔お問い合わせ先〕 
あったかふれあいセンター十和
　　　　　　　　  ☎28-5166 

〔お問い合わせ先〕 
 あったかふれあいセンター
 やまびこ　　　☎29-4888    

〔お問い合わせ先〕
 あったかふれあいセンター
 くぼかわ　　　☎29-6112
  携帯    ☎080-4080-3688
 　　　　　　　  

1 日（月）
10 日（水）
12 日（金）
23 日（火）
26 日（金）
30 日（火）

農村環境改善センタｰ 
峰ノ上集会所 
家地川集会所 
東又基幹集落センター 
見付集会所 
大井野集会所

１日（月）
２日（火）
８日（月）
10 日（水）
11 日（木）
12 日（金）
16 日（火）
17 日（水）
18 日（木）
19 日（金）
24 日（水）

北ノ川集会所 
つづら川集会所 
健康管理センター 
大正橋集会所 
下津井集会所 
上宮集会所 
瀬里集会所 
田野々憩いの家 
大奈路集会所 
奥打井川集会所 
集活センターこだま

２日（火）
８日（月）
９日（火）
11日（木）
12 日（金）
16 日（火）
17 日（水）
25 日（木）

旧昭和農協２階 
古城生活改善センター 
川口集会所 
十和の里 
井崎集会所 
旧昭和農協２階 
奥大道生活改善センター 
十和の里 

こんな活
動

していま
す！！

【場　　所】四万十町琴平町３番８号「リハデイサービス　フィット」2階　
【開所日時】月曜日～金曜日（祝祭日も開所）午前１０時～午後５時　

※都合により日程が変更する場合があります。

　自治総合センターによる宝くじの社会貢献広報事業と
して宝くじの受託事業収入を財源として実施しているコ
ミュニティ助成事業の助成金を受け、大正中津川地区がも
みじ祭りやどろんこ運動会などの地域イベントで使用する
テントや音響セット、屋外用ステージなどの備品を購入し
ました。

宝くじ助成金で大正中津川地区に備品を整備

▲購入した音響セット

〔お問い合わせ先〕 大正 地域振興課　☎27-0111

工　事　名　等 工事場所等 落札業者名 契約金額（円） 工    期
平成28年度　都市防　第２号　志和地区　津波対策避難経路・防災拠点広場整備工事

平成28年度　28災　第341号　一級水系普通河川　大谷川　河川災害復旧工事

平成28年度　28災　第14-69号　野地　田　災害復旧工事

平成28年度　28災　第387号　町道タクミ線　道路災害復旧工事

平成28年度　町単　第3号　浦越簡易水道付帯工事

平成28年度　28災　第379号　一級水系準用河川　汢ノ川　河川災害復旧工事

平成28年度　28災　第340号　二級水系普通河川　寺ヶ谷川　河川災害復旧工事

平成28年度　28災　第347号　一級水系普通河川　西ノ川谷川　河川災害復旧工事

平成28年度　28災　第351号　二級水系普通河川　神子ノ谷川　河川災害復旧工事

平成28年度　28災　第375号　一級水系準用河川　大道谷川　河川災害復旧工事

平成28年度　28災　第380号　一級水系準用河川　奈路川　河川災害復旧工事

平成28年度　28災　第381号　一級水系準用河川　奈路川　河川災害復旧工事

平成28年度　四万十町衛星携帯電話整備工事

平成28年度　28災　第356号　一級水系普通河川　イシセキ谷川　河川災害復旧工事

平成28年度　農促　第1-10号　天ノ川地区　用水路改修工事

平成28年度　農促　第2-24号　金上野地区　農作業道舗装工事

平成28年度　農促　第1-14-1号　窪川中津川地区　用水路改修工事

平成28年度　田野々分団屯所　解体工事

平成28年度　農促　第2-16号　戸川口　農作業道舗装工事

平成28年度　農促　第2-28号　秋丸地区　農作業道舗装工事

平成28年度　防安　第03-5号　町道大井川西土佐線（1）　舗装工事

平成28年度　防安　第03-6号　町道大井川西土佐線（2）　舗装工事

平成28年度　農促　第1-12号　黒石地区　用水路改修工事

平成28年度　都市防　第3号　町道轟谷線　橋梁架設工事

平成28年度　都市防　第4号　志和地区　防災避難誘導灯設置工事

２７，５９４，０００
２，４５１，６００
２，４０８，４００
２，４０８，４００
４，５６８，４００
４，０８２，４００
３，６６１，２００
２，４７８，６００
６，４４７，６００
４，７８９，８００
２，５２７，２００
４，１０４，０００
３，３９１，２００
２，４０８，４００
７，２４６，８００
２，６６７，６００
３，９３１，２００
３，１３２，０００
２，９６６，７６０
２，８６２，０００
２，６７８，４００
３，４０２，０００
３，０９９，６００
２１，１２４，８００
１４，３６４，０００

　２／　９　～　３／３１
　２／　９　～　３／３１
　２／　９　～　３／３１
　２／　９　～　３／２５
　２／　９　～　３／３０
　２／１６　～　３／３１
　２／１６　～　３／３１
　２／１６　～　３／３１
　２／１６　～　３／３１
　２／１６　～　３／３１
　２／１６　～　３／３１
　２／１６　～　３／３１
　２／１６　～　３／２１
　２／２１　～　３／３１
　２／２１　～　３／３１
　２／２１　～　３／３１
　２／２１　～　３／３１
　２／２１　～　３／２８
　３／　２　～　３／３１
　３／　２　～　３／３１
　３／　２　～　３／２４
　３／　２　～　３／２４
　３／　２　～　３／３１
　３／　２　～　３／３１
　３／　２　～　３／３１

志　和

金上野

野　地

古　城

浦越・里川

仁井田

志　和

与津地

興　津

与津地

奈　路

奈　路

四万十町

南川口

天ノ川

金上野

窪川中津川

大　正

十和川口

秋　丸

小　野

井　﨑

黒　石

志　和

志　和

㈲山一建設

㈲三浦建設

㈲トシマ建設

大東建設㈱

㈲土居電気工事

㈲共栄建設

㈲松本建設

㈲武市建設

㈱はまさき

㈲武市建設

㈲国元建設

㈲国元建設

㈱高知通信機

㈲山崎建設

㈲山崎建設

㈲トシマ建設

㈲松葉建設

㈱井原組

㈲外崎建設

大旺新洋㈱　高知土木本店

㈲竹村綜合建設

㈲竹村綜合建設

㈲国元建設

㈱はまさき

日興電設㈱　四万十町営業所

平成28年度　入　札　結　果　（平成29年２月１日～２月28日）　　

※この入札結果は、予定価格250万円以上の工事・委託業務についてのみ公表しています。
　契約金額は、消費税込みの金額。 〔お問い合わせ先〕 総務課　☎22-3111

①花びらは一重のものや、八重のものなど様々ある。赤、薄紫、白、
桃などの色がある。
②葉は互い違いに茎につき、茎を抱き込むような形。
③葉や茎にほとんど毛がない。

不正けしの特徴

　けしの仲間は、通常４月から６月にかけて美しい大きな花を咲かせますが、その一部には、法律で栽培が禁止されている
ものがあり、誤って庭先などに植えられている事例があります。
　お心当たりのある方は、勝手に抜かず、須崎福祉保健所までご連絡をお願いします。

〔連絡先〕須崎福祉保健所　衛生環境課　☎０８８９‐４２‐１９９９

こんな「けし」を見つけたら福祉保健所まで連絡を！こんな「けし」を見つけたら福祉保健所まで連絡を！

1819
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健 康 の し お り

•お酒は１日１合までにしましょう
•寝る前のおやつは控えましょう
•よく噛んで、ゆっくり食べましょう
•１日30分運動をしましょう
•朝食を食べましょう
•野菜を食べましょう
•年に１回特定健診を受けましょう

★健診結果から自分の体の中を
チェックし、生活習慣を見直しま
しょう
★治療が必要な場合は、早めに病院
にかかりましょう
★翌年も健診を受け、健診結果の変
化などをみて、生活習慣の改善に
役立てましょう

特定健診を受けましょう

保健カレンダー
検診等の種類 場　　所 時間（受付時間）

（※）ひまわり相談・・・育児の悩み、子どもの発達、保護者自身の健康の悩みなどを医師に相談できます。

下津井体育館
※結核・肺がんのみ巡回あり２歳６か月児健診

結核・肺がん・胃がん検診
特定健診・後期高齢者健診

4月
 19日（水）

午後（対象者に個別通知）

午後（対象者に個別通知）
午前（対象者に個別通知）

　　　　8:00 ～ 9:30
（対象者・希望者に個別通知）

大奈路体育館
※結核・肺がんのみ巡回あり

結核・肺がん検診
特定健診・後期高齢者健診

　　　　13:30 ～ 14:00
（対象者・希望者に個別通知）

24日（水）

古城体育館結核・肺がん・胃がん検診
特定健診・後期高齢者健診

　　　　8:30 ～ 9:30
（対象者・希望者に個別通知）

戸川生活改善センター結核・肺がん検診
特定健診・後期高齢者健診

　　　　13:30 ～ 14:30
（対象者・希望者に個別通知）

十和体育館結核・肺がん・胃がん検診
特定健診・後期高齢者健診

大道体育館結核・肺がん検診
特定健診・後期高齢者健診

　　　　13:30 ～ 14:30
（対象者・希望者に個別通知）

25日（木）

26日（金）

昭和地区基幹集落センター

十和体育館

　　　　9:00 ～ 11:30
（希望者に個別通知）

　　　　13:30 ～ 16:00
（希望者に個別通知）

30日（火）

四万十町役場〔東庁舎〕

打井川地域づくりセンター

１２か月児健診

赤ちゃん相談

ひまわり相談（※）

母乳相談

5月
 8日（月）

13:30～16:00

４・７か月児健診26日（水） 窪川地域子育て支援センター

午後（対象者に個別通知）１歳６か月児健診17日（水） 四万十町役場〔東庁舎〕

　　　　8:00 ～ 9:30
（対象者・希望者に個別通知）

結核・肺がん・胃がん検診
特定健診・後期高齢者健診

10日（水） 興津町民館
※結核・肺がんのみ巡回あり

　　　　8:00 ～ 9:30
（対象者・希望者に個別通知）

　　　　13:30 ～ 14:00
（対象者・希望者に個別通知）

結核・肺がん・胃がん検診
特定健診・後期高齢者健診
結核・肺がん検診
特定健診・後期高齢者健診

23日（火） 大正北ノ川多目的集会所
※結核・肺がんのみ巡回あり

窪川地域子育て支援センター

24日（水） 窪川地域子育て支援センター 午後（対象者に個別通知）４・７か月児健診

期　日 検診等の種類 場　　所 時間（受付時間）

　脳卒中や心臓病、がんなどの大きな病気は、なんの前触れもなくある日突然やってきます。
　四万十町では、若い年代で脳卒中になり倒れている方が、ほかの市町村に比べて多い現状にあります。そのような病気
を予防するためには、年に１回健診を受けて自分の体をチェックし、生活習慣を見直すことが大切です。生活習慣が良く
なると心臓病や脳卒中などの大きな病気になる確率は格段に下がります。
　健診結果を全国の人と比べて、四万十町の人はどのような生活習慣なのかみてみましょう。

  〔お問い合わせ先〕  健康福祉課　☎22-3115

期　日

医 お白湯のおはなし
さ  ゆ

四万十町国保大正診療所

　石井隆之・中川大輔・大川剛史

　先日、小学５年生になる息子が自動販売機を見て、
温かいお茶はあるのに温かい水がないのでお白湯が
欲しい・・・とつぶやきました。
　我が家では子どもたちにお白湯を勧めています。
健康に気を使っている方々の中では、既に昔から
知っているかと思います。　　　　　
 聞いたことがあるけれど一体なに？ただのお湯で
しょ？そうお考えの方は、ぜひ読んで試してみてく
ださい。
　白湯とは、つまり普通のお湯のこと。正しく言い
ますと、沸騰させたお湯を飲める温度までぬるく冷
ました飲み物です。一度沸騰させているため、水道
水のような不純物もなく口当たりも柔らかくなって
いるのが特徴。

　病人や新生児など、体が弱っている人も
負担なく飲めるうえに、最近では健康・美
容効果もあるとして注目を浴びています。 
　さて、そんな白湯の健康・美容効果に
は、一体どんなものがあるのでしょうか？
　次回から、白湯がもたらす脅威の効果を
ご紹介します。　
 皆さん、それまでまだまだ寒い日が続きま
すので、毎日、朝起きた時、寝る前や寒く
感じた時はコップ一杯の
ひと肌より少し暖かいく
らいのお白湯を飲んで温
めて下さい。何かしら良
い体調の変化が現れるか
もしれませんよ。

さ   ゆ

　皆さん、アンニョンハセ
ヨ。ヘミンです！お元気で
したか？
　１月には２回に分けて
ホットク料理教室を開きま
したが、皆さんとても上手
に韓国のおやつ「ホットク」
を作ってくださいました。

馴染みのない伝統のお茶も楽しむ時間があり、皆さんに
韓国のお茶を紹介することができて私も嬉しかったです。
今年の９月にも新しい文化講座が予定されていますので、
楽しみにしてください！
　２月には大きな支出がありましたが、新しい友達もでき
ました。四万十町に住むにはなくてはならない車をつい

ヘミン通信
に買いました。韓国語教室の生徒さんが良いお店を
紹介してくださり、そのおかげでかわいい軽車を安く
買うことができました。また、国際免許もやっと日本
免許に切り替え、今は週末をもっと楽しく過ごしてい
ます！
　さて、５月から新しい韓国語教室が始まります。今
回の授業は５月から７月までの期間になります。７月ま
での３か月間、文字と基礎文法の勉強を希望する初
心者の方から自由に韓国語で日常会話ができる上級
の方まで是非お気軽に参加してください！
どんどん実力を伸ばしていきましょう☆

〔お問い合わせ先〕 
 教育委員会　生涯学習課　☎22-3576

実 施 日 ： 平成29年2 月22 日　　
検査機関 ： 株式会社　日本食品エコロジー研究所　
　　　　　食品分析センター検査期間 セシウム134

不検出
不検出
不検出

セシウム137
不検出
不検出
不検出

ヨウ素131
不検出
不検出
不検出

2/1～7
2/1～7
2/1～7

窪川学校給食センター
大正学校給食センター
十和学校給食センター

2月　学校給食食材の放射能測定

※不検出とは測定下限値未満（<1.0Bq/kg）であるこ
とを示しています。検査に使用する食材は、約1週間
分の原材料（米・調味料を除く）です。一定量を混合試
料にして検査します。なお、米については、検査済のも
のを購入しているため対象外としています。

病気を予防するために
心がけたい生活習慣

特定健診を受けた後に
気を付けてほしいこと

朝食の欠食の割合（40～64歳） 夕食後の間食の割合（65～74歳）

飲酒量の割合（40～64歳 男性） １回30分以上の運動をする習慣
（40～64歳）

午後（対象者に個別通知）乳幼児健診12日（金） 大正健康管理センター
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半分

全国より
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3倍

四万十町 全国

四万十町 全国

（%）

（%） （%）

（%）

男性

1合未満 1～2合 2～3合 3合以上

女性

四万十町 全国

男性 女性

四万十町 全国

男性 女性

お酒を飲む量が多い

朝食をきちんと食べる人が多い 夕食後に間食する人が多い

運動をする人が多い

13.7

4.3

16.6
11.2

12.1

8.5

73.7

69.5

76.4

72.1

9.3

9.3

32.1
39.3

25.6

34

21.7 19.4 20.6

7.4

子宮頸がん・
乳がん検診

　　　　8:30 ～ 9:30
（対象者・希望者に個別通知）
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休館の
お知らせ

◆ ◇ ◆◆ ◇ ◆ アンデパンダン展（絵画の部）アンデパンダン展（絵画の部）◆ ◇ ◆◆ ◇ ◆

　アンデパンダンとは、本来「独立」を意味するフランス語ですが、美術用語と
しては「誰でも自由に出品できる無審査かつ無賞の展覧会」を指します。
町民のみなさんの参加型展覧会です。ぜひご覧ください。

開催期間 ： 4月22日（土）～6月2日（金）

3
10
17
24
31

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

月 火 水 木 金 土 日

◆５月のお休み◆

5
12
19
26

　
4
11
18
25

　
3
10
17
24

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

月 火 水 木 金 土 日

◆４月のお休み◆

［入館料］無料　［休館日］月曜日・祝日　※最終日は午後４時まで

特別整理期間のため、下記の期間、図書館・美術館ともに休館となります。
［期間］平成29年4月 10日（月）～4月17日（月） ◎注：通常の休館日も含みます。
※なお、休館前には、10冊貸し出しキャンペーンを実施いたします。
　ご理解とご協力をお願いします。

皆さん、こんにちは。四万十町では現在１9人の地域おこし協力隊員が活動しています。
今回は、石井、菊池、立花各隊員の様子を報告させて頂きます。

地域おこし協力隊が行く！地域おこし協力隊が行く！

岩垂 桂也

野村 一将

小野 雄介

立花 聡子

菊池 祐

石井 創

笹倉 潤

森脇 瑞穂

今
井 

深
暉

鈴
木 

信
太
郎

井
原 

理
恵

小
林 

玲
央

松
本 

千
花

浦
島 

卓
也

　みなさんこんにちは。窪川地区担当の石井です。
　私がまだ四万十町に着任したばかりの頃、とある先輩隊員を
色々と質問攻めにしたことがあります。その時に伺った中に、協
力隊の活動には、大きく分けて二種類あるという話がありました。
それは「経済的な活性化」と「文化的な活性化」。文化的というのは、
社会的と言い替えてもよいかと思います。
　経済的な活性化というのは地域や集落が稼いだり、自分自身の仕事となるような活動。
文化的な活性化は、音楽や絵画などの芸術、教育や医療などの暮らしを豊かにするための
活動です。双方がうまく回っていかないと、本当の意味での活性化は難しい・・。
　この二つをどうやって両立していくかが、私の協力隊としての活動の中で、大きな指針
となりました。これまでは、イベントの運営など文化的な活動が多かったように思いますが、
徐々に経済的な活性化も目指し、その上で私も四万十町に定住できればと考えています。
早いもので私も最後の三年目。悔いが残らないよう、最後まで走り抜けようと思います！！

　大正地区担当の立花です。
　昨年 10 月より毎週火曜日、田野々小学校にて「絵本の読み語り
ボランティア」に参加しています。子どもの本との出会いの機会
を増やそうと、週毎に異なる担当者が各学年の教室へ出向き、始
業前の朝の 10 分間に絵本を読み上げるこの活動は、今年で 15 年
目を迎えるそうです。
　限られた時間内に読み切れる作品選びには毎回骨を折りますが、児童の表情や歓声を想
像しながら本棚を物色することは、私の楽しみの一つとなっています。自分が小さい頃に
大好きだったもの、その時々の季節や行事に合ったもの、大人でもハッと気づかされる点
のあるもの……。一冊の本を選ぶ決め手や思惑は様々ですが、いざ児童たちの前で読むと
予想外の反応も多くもらえるので、私にとっても学ぶことの多い貴重な場となっています。
　これからも、本を通じて子どもたちとの交流を深めたいと考えているので、お薦めの作
品があればぜひ教えてください。

　十和地区担当の菊池です。
　勝秀鍛冶屋で修行をする為に十和に住み始めて２年が経ち、地
域おこし協力隊として最後の年になりました。
　鍛冶屋の技術としてはできることが少しずつ増えてはいますが、
まだまだ勉強が足りません。協力隊の任期満了まであと１年でど
こまでできるようになるか、頑張ります。

　任期満了後も師匠の元で勉強を続けますが鍛冶屋で生計を立てる事を考えると、今の勝
秀鍛冶屋の立地ではかなりのハンデになると思います。しばらくは今の場所を使わせて頂
くか、新しく建てるか、どこか場所をお借りするか、師匠や地域の方々、行政と相談をし
てこの１年の間に決めたいと思います。
　写真は仕上がった鉈に「土州勝秀」と銘を切っているところです。
興味のある方はいつでも作業を見学できますのでぜひお越しください。

大
塚 

智
裕

美
術
館
・
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■開館時間
図書館／午前 9:30～午後6:00（日曜 午前 9:00～午後5:00）
美術館／午前10:00～午後5:30（日曜 午前10:00～午後4:30）

■休館日／月曜・祝日
四万十町立図書館・美術館 ☎ 
四万十町立図書館 大正分館 ☎ 

22-5000  
 27-1193

本　館 分　館

図書館に入っている　雑誌一覧

図書館に新しく入った本のリスト（最新号）を
四万十町役場のホームページより見ることができるようになりました！ ご利用ください。

★プレジデント
Kikan　Kochi（季刊高知）
ことりっぷ
からだにいいこと
暮しの手帖
現代農業
のらのら
芸術新潮
Number（ナンバー）
釣り画報

致知
サライ
婦人公論
Newton（ニュートン）
きょうの健康
趣味の園芸
ビーパル
Number Do（特集号）
四国旅マガジンGajA
文藝春秋

★本の雑誌
★NHK・ガッテン！
★ランドネ
ＬＤＫ
ニナーズ
かぞくのじかん
クーヨン
サンキュ！
ゆうゆう
旅の手帖

ランニングマガジン・クリール
ほっとこうち
★Get　Navi（ゲットナビ）
★園芸ガイド
ドゥーパ！
ソトコト
ゆほびか
オレンジページ
野菜だより
歴史街道

★は　今年度、新しく入ります！

本館・分館共通

なた めいどしゅうかつひで

かつひで

ESSE、MOE、ダ・ヴィンチ、日経ＰＣ21、婦人画報、Fishing　Café、天然生活、うかたま、すてきにハンドメイド、きょうの料理
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四万十町立美術館・図書館だより
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CATV
4
月
放
送
予
定

※広報『四万十町通信』はホームページでも、
　ご覧いただけます。（pdfファイル）

http://www.town.shimanto.lg.jp/  

● 四万十町ホームページアドレス●

募集コーナー募集コーナー
●四万十町鳥獣害防止対策協議会入札参加資格申請

窪川高校・四万十高校の皆さんへ

　平成 29 年度に四万十町鳥獣害防止対策協議会が発注する侵入防止柵（金網柵な
ど）の地域密着型一般競争入札に参加を希望される方は、入札参加資格申請が必
要になりますので、次のとおり入札参加資格申請の受付を実施します。
なお、入札参加資格申請は各鳥獣担当課にあります。

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。２・３年生の皆さんこんにちは！
これから新しい 1 年が始まりますね。私たちもどんな１年にしていこうかワクワクしています。皆さんがより
充実した１年になることを応援しているので一度、町営塾「じゆうく。」へ来て見てください。

　まだまだ、楽しい理由はたくさんあります。
費用は原則無料です。
　開塾時間内であれば、自分の都合の良い曜日・
時間帯に、いつ来てもいつ帰っても大丈夫です。
　見学など随時受け付けていますので、ぜひ町
営塾「じゆうく。」へいらしてください！

◆場所　窪川：農村環境改善センター１階
　　　　大正：大正地域振興局３階
◆日時
◎月・火・木・金　午後４時30分～午後９時
◎土（窪川・大正隔週開催）　午後１時 30 分～午後５時
◎水・日・祝日は休み、学校行事等により開塾日時を変
更することもあります。

◆受付期間および受付時間
　平成 29 年４月 11 日から平成 29 年５月 11 日まで
　（土・日・祝日は除く）
　午前８時 30 分から午後５時 15 分まで
　（正午から午後１時までを除く）
◆有効期間
　平成 29 年５月 12 日から平成 30 年３月 31 日
　（10 か月）
◆提出先
　〒786-8501　
　四万十町琴平町１６番１７号
　役場本庁西庁舎２階　農林水産課
　　　　　　　　　　　林業振興室

◆提出方法
　　お持ちいただくか、郵送とさせていただきます。
ただし、郵送の場合は、平成 29 年５月 11 日まで
の消印（宅配便の場合は配達依頼日）のあるもの
に限り有効とします。

〔お問い合わせ先〕 
 農林水産課　　　　☎22-3113
 大正　地域振興課　☎27-0111
 十和　地域振興課　☎28-5111

▲四万十町通信をスマートフォンへ
　配信しています。ぜひ、ご利用ください。

マチを好きになるアプリ

● 町営住宅入居者募集について

募集団地 募集戸数地区 間取り 家賃（月額）

◆主な応募資格　　
１．現に住宅に困っている方（持ち家のある方、現在町
営住宅などに入居している方は、原則受付けできま
せん）

２．町税などの滞納がない方
３．入居しようとする者全員の所得（政令で定められた

控除額控除後）が月額158,000円以下（高齢者・障害
者などの世帯は214,000円以下）であること

４．申込者・同居者が暴力団員ではないこと

　「四万十町通信」を皆さまに分かりやす
くお届けするために一般広報委員を募集し
ます。ぜひご応募ください。

◆業務内容
　月１回広報委員会への参加。そのほか広
報へのご意見など。
◆条　　件
　四万十町在住の方で、広報に
興味のある20歳以上の方。
◆任　　期　１年（６月～）
◆報　　酬　5,000 円（1回）
◆募集人員　若干名
◆募集期限　５月 16 日（火）
※面談のうえ決定します。
（面談日５月下旬）

〔お問い合わせ先〕 建設課　☎22-3120

〔お問い合わせ先〕 企画課　☎２２-３１２４

〔お問い合わせ先〕 人材育成推進センター　☎22-3163

北ノ川第３団地
昭和第５団地

大正
十和

種類

公営
公営

１戸
1戸

3DK
3LDK

18,300円～
19,900円～

■行政放送（初回は午後６時 45分から）  
　４/10 ～４/17　新規採用職員紹介
　４/17 ～４/24　各課紹介（企画課・人材育成推進センター・総務課）
　４/24 ～５/1　 各課紹介（町民課・会計管理室・税務課・危機管理課）

〔お問い合わせ先〕  四万十ケーブルテレビ ☎22-1117

●「四万十町通信」の
     広報委員を募集します

　Hello! 国際交流員のサラです！新しい国際コミュニケー
ションサークルを始めます！英語を使いながら外国の日常
生活を勉強します。コミュニケーションが中心のサークル
なので、初心者でも気軽に参加できます！　
◆募集締め切り　４月 24 日（月）

●教室生募集

◆申込受付期限　４月 28 日（金）必着
◆申し込みに必要な書類
　入居申込書・住民票・完納証明・所得を証明
する書類など
◆その他
１．申し込みは１回の募集において１世帯につ
き１通に限ります。

２．入居資格、申込み方法などについては建設
課までお問い合わせください。

◆申込書配布場所
　本庁建設課および各地域振興局、興津出張所

本当に知らなくていいの？！ 町営塾「じゆうく。」が楽しい理由3選

〔お問い合わせ先〕 生涯学習課 サラ・ワラス　☎22-3576

　みなさん、こんにちは。
　韓国からの国際交流員キム・ヘミンと一緒に韓国語を勉
強しませんか。
　韓国の文化に触れあいながら、日常的な事が自由に話し
たいと思うなら誰でも歓迎です！！楽しみながら韓国語を
勉強しましょう！
　「初級1」は文字であるハングルから始まりますので、初
心者でもぜひお気軽に参加してください。
◆募集締め切り　４月 24 日（月）

〔お問い合わせ先〕 生涯学習課　☎22-3576

◎四万十町　韓国語教室

◎コミュニケーションサークル
親しみやすい空間で友だち
と学ぶことができ、また
集中スペースで黙々と学ぶ
ことも可能

気づかなかった！となる
ような君たちの身近な
テーマから学ぶ探究学習

全国各地から集まった経験
豊富なスタッフとの会話

詳細は４月10日の区長文書の
チラシをご覧ください

1 2 3
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楽しいイベント情報楽しいイベント情報楽しいイベント情報

イヌビワ
（クワ科 イチジク属）

　雌雄異株の落葉小低木です。秋に黒紫色となり、熟して食べられます。
　昨年9月の高知新聞「声広場」に投稿されたイヌビワのジャムにする話を
読みました。子どもの頃は、「しゃしゃぶ」や「しゃしゃんぼ」はよく食べまし
たが、これは雌木の実だけが食べられることを知らなかったものですから、
まずいものと思っていました。今食べると甘い味が口の中に広がります。
　足摺方面の遍路道には、足の踏む場もないくらいイヌビワの実が落ちて
いるのを見かけたことがあります。

◆特徴

◆見られる時期と場所

花期…４月頃から８月頃　　場所…里山

（本名：池田十三生さん）

トンビさん

トンビさんが四万十町の花木を紹介します☆

トンビさんの花木教室トンビさんの花木教室

「遠山を守る会」
「四万十あちこちたんね隊」
「須崎緑と水の会」などの
ボランティアで活躍中。

〔お問い合わせ先〕 
 道の駅あぐり窪川
　　　　　　☎22-8848

〔お問い合わせ先〕 
 四万十町観光協会　☎29-6004

〔お問い合わせ先〕 商工会大正支所　☎27-0238

● 第５回 大正浪漫ふぁっしょんしょう

　町内外のグルメが大集合！
楽しいイベントも盛りだくさ
んです。皆さんでおこしくだ
さい。

◆日時　４月 16 日（日）
　　　　午前 10 時～午後３時
◆場所　道の駅あぐり窪川

　日本の伝統である着物に親しんでもらい、町の名前（旧大正町）にかけて〝大正
浪漫″で地域を元気にするために立ち上がった地元の有志によるファッション
ショー。町内外の一般モデルが着物でランウェイを練り歩きます。今年はこだわり
の演出でドラマチックなショーをお楽しみください。

● 春の五在所山ハイキング
　標高 658m、全長 1,341m のコースは
大人の足で約 70 ～ 80 分。子どもたち
にも大人気です。天気が良ければ四国山
脈、足摺岬、室戸岬とぐるり大パノラマ
の眺望が楽しめます。

◆日時　４月 23 日（日）　開場：午後 0時 30 分　　開演：午後１時
◆場所　きらら大正
　　　　★会場外では飲食・小物雑貨等も販売予定。
◆チケット料金　1000 円（おさんじ付き）
【販売場所】 大正駅前にぎわい拠点、四万十町商工会

● あぐり窪川創業祭

〔お問い合わせ先〕 四万十町観光協会　☎29-6004

　鮎の放流や仕掛けづくりをはじめ、水
風船キャッチやトランポリンなど人気の催
しを今年も開催！目玉はなんといってもラフ
ティングとカヌー体験。屋台コーナーで美味しい
ものを食べて餅投げでお土産をゲット。ぜひふるさと交流センターへ！

◆日時　４月 23 日（日）　午前 10 時～午後３時頃
◆場所　四万十川川遊び公園ふるさと交流センター

● 四万十リバーフェスタ 2017

お母さんやおばあちゃんの着物を
着て歩いてみませんか？

一般モデル募集中！
（年齢不問）

◆日　時
　４月 29 日（土・祝）　午前９時 30 分
◆場　所　五在所山登山口
◆参加費
　大人 200 円　子ども 100 円 ※保険料込
◆申　込　当日現地にて受付
◆持ち物　お弁当、飲み物、ビニール袋

＜内容＞
・ラフティング体験（要事前申込）・カヌー体験（当日申込）
  参加費無料　※別途保険料 各500 円
・鮎の放流、仕掛けづくり、ランニングバイク、餅投げ、水風船キャッチ、
  トランポリン、宝探し、屋台コーナー
＊各体験の希望者は濡れたり汚れたりしてもよい服装でおこしください。
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四万十川の

水質状況町のうごき

人口 前月比
男
女
計

世帯数

出生 死亡 転入 転出
男
女
計

（2月中の届出）

適正値（mg/ｌ）
リン酸 ≦  1.0
硝　酸 ≦  0.5

アンモニウム ≦  5.0
アニオン活性剤 ≦  1.0
化学的酸素要求量 ≦10.0

調査：大正（吾川） 
資料：四万十高校自然環境部
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3月12日
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窪川地域 12,448人 大正地域 2,538人 十和地域 2,762人
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測定範囲以下
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4.973
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川
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1

気付きにくいが、四万十町で
最も古いコンクリートの橋。
国道56号に架かっている。

し
ょ
う
し
ゃ

（2月28日）　 
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は
一
里
塚
で
も
あ
っ
た
と

い
う
。平
安
時
代
末
期
の
武
士
で
も
あ
り
、

僧
侶
で
も
あ
り
、
歌
人
で
も
あ
っ
た
西
行

法
師
が
詠
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
歌
の
中

に
も
、
こ
の
松
が
登
場
す
る
。そ
の
松
は
幕

末
ま
で
は
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
は

た
し
て
ど
こ
に
消
え
た
の
か
が
謎
で
あ
っ

た
。平
成
17
年
（
着
工
は
10
年
）
に
こ
の
辺

り
一
帯
は
基
盤
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
時
に
直
径
1
m
は
あ
ろ
う
か
と
い
う

松
の
幹
が
出
土
。そ
れ
が
相
生
の
松
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

真
偽
の
ほ
ど
は
明
ら
か
で
は
な
い
。


